
地
域
の
こ
と
は

自
分
た
ち
で
守
る

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
ま
た
、

こ
の
日
を
含
む
８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
は

防
災
週
間
で
す
。「
防
災
の
日
」
は
１
９
２
３

年
（
大
正
12
年
）
９
月
１
日
に
発
生
し
た
「
関

東
大
震
災
」
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
例
年
９
月
は
台
風

の
襲
来
が
多
く
、
災
害
へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い

よ
う
に
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
７
年
１
月
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災

が
、
そ
し
て
今
年
３
月
に
は
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
、
震
災
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
消
防
団
夏
季
訓
練
が
、
７
月
24
日
、
中

央
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
消
防
団
員
約
４
４
０
人
参
加
）

　

今
回
の
夏
季
訓
練
は
、
玉
落
と
し
競
技
を

行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
競
技
は
、
実
際
放
水
す

る
こ
と
で
、
ポ
ン
プ
操
作
な
ど
の
基
本
的
操
作

を
再
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

競
技
に
出
場
し
た
の
は
各
分
団
か
ら
選
抜

さ
れ
た
全
28
チ
ー
ム
。
操
作
開
始
か
ら
地
上

18
メ
ー
ト
ル
に
設
置
さ
れ
た
か
ご
の
玉
を
落
と

す
ま
で
の
タ
イ
ム
レ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
選
手

た
ち
は
応
援
に
か
け
つ
け
た
家
族
や
地
域
の
皆

さ
ん
の
声
援
の
中
、
精
い
っ
ぱ
い
競
技
し
、
一

喜
一
憂
。

　

消
防
団
は
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
積
み
重

ね
、
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
（
九

地
整
）
と
阿
蘇
、
菊
池
地
域
の
２
市
５
町

３
村
で
、「
大
規
模
な
災
害
時
の
応
援
に

関
す
る
協
定
書
」
の
合
同
調
印
式
が
、
８

月
４
日
、
阿
蘇
市
役
所
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
協
定
は
、
合
志
市
内
で
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
や
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
に
、
市
長
の
応
援
要
請
に
よ

り
九
地
整
が
迅
速
な
応
援
対
応
を
行
な

い
、
被
害
の
拡
大
や
二
次
災
害
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
（
財
）
熊
本
Y
M
C
A
と
本
市
は
、
８

月
19
日
、「
災
害
時
に
お
け
る
生
活
用
水

な
ど
の
供
給
お
よ
び
平
常
時
に
お
け
る
防

災
活
動
へ
の
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
の

調
印
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
、
①
生
活
用
水
と
し
て
供
給
で

き
る
水
の
提
供
、
②
被
災
者
の
救
援
・
救

助
に
伴
う
施
設
・
備
品
の
提
供
、
③
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
の
支
援
が
速
や
か
に
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
過
去
の
災
害
を
教
訓
に
、
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
大
切
さ
、
地
域
住
民
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
人
と
人
と
が
助
け
合

う
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が

災
害
に
対
す
る
意
識
と
知
識
を
持
ち
、
災
害

に
備
え
る
こ
と
が
、
地
域
全
体
の
防
災
力
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
防
災
週
間
を
機
会
に
改
め
て
災
害
に

対
す
る
心
構
え
と
準
備
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先　総務課　交通防災班（合志庁舎）　☎ ２４８－１１１２

防災週間

▲平成23年 6月　大雨による土砂崩れ

▲平成22年度の市総合防災訓練
  （黒石公園グラウンドで開催）

▲優勝した第11分団の選手

消
防
団
夏
季
訓
練

大
規
模
災
害
時
の
応
援
協
定
締
結

災
害
協
力
に
関
す
る
協
定
締
結

優　

勝　

第
11
分
団

　
（
大
池
・
若
原
・
御
代
志
）

準
優
勝　

第
13
分
団

　
（
須
屋
・
上
須
屋
・
堀
川
）

第
３
位　

第
８
分
団

　
（
辻
久
保
・
小
合
志
・
立
割
・
黒
松
）

玉
落
と
し
競
技
成
績

応
援
の
内
容

① 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
被
害
状
況

の
把
握

② 

通
信
回
線
の
調
査
・
復
旧
手
法
の

技
術
的
助
言
な
ど
に
よ
る
情
報
連

絡
網
の
構
築

③
現
地
情
報
連
絡
員
の
派
遣

④ 

排
水
ポ
ン
プ
車
・
照
明
車
の
派
遣

に
よ
る
災
害
応
急
措
置

⑤ 

そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項

防災週間　―地域のことは自分たちで守る―

日ごろの備え
避難生活最初の約3日間は、自力で生活することになるかもしれません。
何をどれだけ準備しておけばよいか、家族で話し合ってみましょう。

■非常時持出品
避難時にまず持ち出す 災害復旧までの数日間（最低3日）分準備する

■非常備蓄品

●生活用品
□衣類・下着　□タオル　　□ティッシュ
□懐中電灯　　□紙オムツ　□ミルク
□携帯ラジオ・予備電池　など

●貴重品
□現金（要 10円玉）　□通帳・印鑑
□権利証書　　　　　□健康保険証　など

●非常食関係
□飲料水　□乾パン　□紙皿などの食器

●救急医療品
□傷薬・包帯・絆創膏　□かぜ薬・胃腸薬　など

●生活用品
□毛布・寝袋　□新聞紙　　□洗面用具
□鍋・やかん　□トイレットペーパー
□筆記用具　　□バケツ　など

●非常食　
□飲料水（１人１日３リットルが目安です）
□保存食（缶詰やレトルト食品など）
□チョコレートなどの菓子類
□調味料　　など

●燃　料
□卓上コンロ　□携帯コンロ
□ガスボンベ　□固形燃料　など

東日本大震災では特に下着類、オムツ類、乾電池、カイロ、毛布、レトルト食品、燃料などが避難所で不足しました。
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